






考案と要約 

estetro1 は estrogen の一種で非妊娠にはほとんど存在せず,妊娠時増量をみる。その生成

経路は胎盤で生成された estradiol を前駆物質として胎児肝で 15α位の水酸化が起り,つ

づいて 16α位の水酸化を受けて生成されると理解されている。したがってその生成に際し

ては胎児の関与の比率は estrio1 より高いので,その動態は胎児機能を適格に反映すると

期待されている。 

今回の著者の成績をみると,estetro1 は非抱合型,抱合型のいづれにおいても母体未梢血

ならびに尿中において妊娠末期に著増し,生成の亢進が認められた。 

一方,所謂 1atent fetal distress を示す妊娠中毒症 4 例,Rh 不適合妊娠 4 例,糖尿病合併

妊娠 2 例についてその動きをみると,血中非抱合型ならび尿中抱合型ではいづれも正常範

囲内にあるものが多く,またその推移は必ずしも下降型を示していない。したがってこの両

者は必ずしも胎児機能を適切に反映しているとは認め難かった。一方,血中の抱合型におい

ては大部分の症例において一ISD 附近の値で,下降傾向を示すものが多く,したがって胎児

機能を反映していると推測された。 

このように血中ならびに尿中の estetro1 の動きのみではなお latent fetal distress の診

断には十分でないので,DHA-S を負荷し,それにより潜在性の機能低下の診断が可能である

か検討したが,その成績は前述の如くで,この場合,血中非抱合型はやはり指標とはなり難

く,血中の抱合型,尿中の抱合型を指標とした場合,異常妊娠例の 80%において投与後の増

加が認められず,Iatent fetal distress の診断になり得るものと推測された。しかしなが

ら,これらの症例のうち 20%は正常例と同様な反応を示すのでなお検討の余地があるもの

と考えられる。 


